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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい３９

とが求められるわけです。それだけに、制定ま
での期限内に決められないことが避けられず、
TDB をうまく使う必要性が生じます。止むな
く TDB を含むとしても、制定に支障を来さな
いためには、分かっているところまでは書いて
おくことです。どちらかに決める事が出来ない
状態であれば、両方の案を見せておいて、決定
を期限付きで TDB にすることです。TDB が含
まれていても、やり方次第で設計作業などの以
降の作業とうまく連携できるし、影響を最小限
に留めることも出来るでしょう。
　実際に、一旦制定したとしても、今日では仕
様の変更は避けられません。そのために、「要
求管理」や「変更管理」の重要性が高まってい
て、そのことも構成管理用のツールが売れる背
景となっているものと思われます。要求管理や
変更管理の方法を確立することで、TDB もそ
の枠の中で対応することになります。
最初の要求仕様の制定までに「８０％」の仕様
を確定することを目指すというのは、２０％の
TDB を含んでいることを意味しており、さら
に「要求管理」や「変更管理」がうまく出来る
ことを前提としています。

心理的効果

　TDB に期限（私は賞味期限とか時限装置と
呼んでいる）を付けておくことで、担当者がい
つまでも先送りするのを防ぐことが出来ます。
特に、一度先送りされた項目は、その時の状況
（忙しさなど）が変わらない限り、先送りされ
続ける傾向にあります。その時、時限装置が付
いていれば、優先順位を変えて取り掛かる踏ん
切りがつくという効果があります。作業の品質
は別にしても、「締め切り」というのは、非常
に優先順位が高いのです。
　もし、期限内に目的を達しないと言うことで
あれば、期限の延長を申し出る必要があります
が、その際は、間に合わなかった理由の説明
や、新しい対応方法などを説明しなければなり
ません。単に期限を延長すれば済むようなこと
はほとんど無いはずです。これくらいの責任は
あって当然でしょう。
　このように、原理５９の自己消滅の方法は、
応用範囲も広く簡単に使えますので、ぜひ皆さ
んも活用してみてください。仕事の進み方が変
わってきます。
　　　　　　　　　（次号に続く）

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

たまま制定が行われるのは避けられません。現
実問題として「未決」状態が避けられない以
上、原理５９で言うような「自己消滅」の対応
方法は有用なはずです。

レビューでも使える

　同じ方法をレビューや会議の決定事項の中に
も取り入れることをお勧めします。レビューな
どの議事録を見ていると、「検討する」とか
「調査する」とか「問い合わせる」という決定
が書かれていますが、そこに期限と担当が書か
れていないことが少なくありません。何時まで
に業者に問い合わせるのかを決めなかったた
め、結局は放置されるという経験をしているは
ずです。また、何時までに使い方を調査するか
決めなかったために、結局、新しい方法が使え
なかったでしょう。
　レビューや会議などで行われる議論や決定が
「具体的」であるかどうかを判断する基準は、
決定の内容はもとより、期日と担当者が明確に
されているかが大きな要因なのです。期日と担
当が違えば、当然、決定内容も変わってきま
す。２ヶ月先と１週間後とでは、調査の方法も
内容も変わってきます。

避けられない TDB

　一方、要求仕様書は、それが実現されたかど
うか検証できることが求められます（検証可能
性）。つまり、そこでの表現が具体的であるこ

　　―　解　　説　―

　ソフトウェアの開発現場にあっては、要求仕
様書について頭を悩ませていることでしょう。
まず、どう書けばいいのか、どこまで書けばい
いのか（これは私のホームページの「要求仕様
書について 」を参照してください）、いつ書く
のか、いつまでに書くのか、誰が書くのか
等々。文献を読んでも、好き勝手な事を書いて
いるし、自分たちの現場とは別の世界の話のよ
うにも思えてくるものです。

要求仕様を書く目的は？

　私も職業柄、要求仕様はどのように書けば良
いのか、とよく聞かれますが、製品の性質や組
織の状態、開発体制、プロジェクトの特性など
によって、答えは変わってきます。大事なこと
は、要求仕様書は、間違いなくこのあとの工程
で使われるものであるということです。従っ
て、この後の工程でどのように使われるかとい
うことを認識する必要があります。
　例えば、設計方法を決めるための重要な判断
材料になるでしょう。また要求仕様は「検証可
能」であることという性質から、製品レベルの
テスト項目を用意する際の材料にもなるでしょ
う。ただし、どのような使われ方をしようと、
これを書くことによって「仕様モレ」を防ぐこ
とが第一の目的のはずです。表現の細かさや深
さも、組織の状況やプロジェクト状況とのバラ
ンスの中で決めていけば良いでしょう。時間的
な要因などで、要求仕様書の中で具体的に規定
することが出来ないなら、設計書の中で確認す
る事があっても構わないと考えています。ただ
し、要求仕様書の中では、そのことを明記して
おく必要があることは言うまでもありません。

期限がある

　TDB が出てくる大きな要因は、要求仕様書を
書く期限があることです。実際、いつまでたっ
ても要求仕様書が出てこない事がありますが、
その原因として、未決事項が残っているために
制定できないということがあります。言い換え
れば、期限が無ければ TDB というものは出てこ
ないのかもしれません。
　でも、現実はそうは行きません。要求仕様書
を書くのに、時間無制限ということはありませ
ん。それどころか、製品の開発サイクルが短く
なっている関係で、要求仕様に与えられる期間
も短くなってきていて、「未決」の状態を持っ

　要求仕様書には未決事項（TDB:To Be Determined）を含んではいけない、としばしばお説教
されたことがあるだろう。明らかに、未決事項を含む仕様書は完全なものではないが、未決事項
を含む文書を承認したり基準文書としてもよい正当な理由がある。これは、精密さが基本的な設
計上の決定に重大な影響を与えない要求項目の場合には、特に正しい。
　したがって、未決事項を作るときは、「自己消滅させる注記」、すなわち、この未決事項は誰
が何時までに解決するかを規定した脚注と共に記述せよ。例えば、このような脚注は「ソフト
ウェア開発管理者は、この未決項目を1995年12月までに決定したものと置き換えること」といっ
たものだろう。これは、未決事項が永遠に解決されずに残らないことを保証する。
（２０１の鉄則：原理５９＜要求分析の原理＝未決事項は自己消滅させる注記と共に記述せよ＞）

▲日産自動車のＣＥＯであるゴーン氏が予定通りに１０月に再建策を発表した。幾つかの工場
の閉鎖や整理を含め、２万１千人の削減や部品の納入業者の集中化、持ち合い株の解消などに
よって、自動車の生産に資源を集中させるという。発表を見る限り、必要な手は含まれている
ように思える。
▲実際問題として、今の日産自動車を再建するには、これくらいの手は打たなければ実現しな
いだろう。これまで多くの日本の企業は、ここまで“徹底”していないのではないか。下請け
を含めると１０万人程に影響が広がるだけに、これだけの決断は容易ではない。だが、ここま
でやらなければ、結局は座間の二の舞いになる。
▲この日産自動車の決定に対して、通産相と労働相が早速横やりを入れた。日本中が雇用問題
に不安を抱いているときだけに、この再建策には不満なのだろう。だがこれは１民間企業の決
定であって、政府の関与する所ではない。関与するとすれば、その実施方法が適正に行われる
かどうかだけである。
▲一方、日経連の奥田会長も、６月ごろから機会あるごとに「経営者はリストラだけが能では
ない」と言う意味のことを言い出していた。確かに、これまでの日本的リストラの殆どが組織
の体質を弱める傾向がある。それでも、マツダはフォードの下でリストラに成功している。こ
こで日産自動車に成功されては、競争力の上でトヨタも決断を迫られるかもしれない。

日産自動車の決断と横やり



104

鐘鐘

のの

暁暁 か
　
　
　
　
　
ね

（２）ＳＣだより１２１号 (C) Copyright 1999  System Creates Inc., All rights reserved1999 年 10 月

で
は
な
い
？
）
が
は
が
れ
落
ち
た
。
ま
る

で
、
「
宣
言
」
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
。

Ｊ
Ｒ
の
説
明
で
は
、
そ
の
部
分
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
構
造
に
支
障
を
来
さ
な
い
個
所
で
、
総

点
検
で
点
検
し
て
い
な
い
個
所
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、
そ
れ
な
ら
総
点
検
の
目
的
は
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
崩
落
の
危
険
を

検
知
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
列
車
の
安
全
運

転
を
確
保
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

第
一
、
い
つ
ま
で
カ
ナ
ヅ
チ
に
よ
る
「
打

検
」
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と
い
い
た
く
な

る
。
テ
レ
ビ
の
画
面
で
、
台
車
に
乗
っ
て
ト

ン
ネ
ル
の
壁
を
叩
い
て
い
る
姿
を
見
て
悲
し

く
な
る
。
こ
の
国
は
、
「
非
破
壊
検
査
」
で

は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
持

つ
国
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
。
三
〇
年
ぐ
ら

い
時
間
を
戻
し
た
よ
う
な
錯
覚
す
ら
覚
え

る
。
実
際
、
高
速
道
路
の
方
は
、
超
音
波
な

ど
を
駆
使
し
た
セ
ン
サ
ー
に
拠
る
検
査
が
行

わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
方
が
漏
れ

な
く
検
査
で
き
る
し
、
検
査
項
目
も
多
く
作

業
の
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
。
な
ぜ
、
Ｊ
Ｒ
は
そ

れ
を
使
っ
て
い
な
い
の
か
。
予
想
で
き
る
理

由
と
し
て
は
。
検
査
要
員
の
再
教
育
や
再
配

置
を
怠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
新
の
機
械
を

使
う
に
は
、
そ
れ
を
扱
え
る
よ
う
に
、
ま
た

そ
の
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
判
断
で
き
る
よ

う
に
彼
ら
を
再
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
カ
ナ
ヅ
チ
一
本
で
や
っ
て

来
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
決
し
て
易
し
い
こ

と
で
は
な
い
こ
と
は
予
想
で
き
る
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

こ
こ
に
も
「
責
任
」
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
カ
ナ
ヅ
チ
検
査
員
の
責
任
、
彼
ら

の
管
理
者
の
責
任
、
安
全
運
行
の
「
本
部

長
」
の
責
任
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
統
括
し

て
経
営
す
る
立
場
の
ト
ッ
プ
の
責
任
と
い
う

も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
彼
ら
が
や
っ
た
の

は
、
“
無
責
任
作
業
”
で
あ
っ
て
、
責
任
あ

る
行
動
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
、
何
に
対

唯
一
の
原
爆
被
爆
国
の
国
民
と

し
て
は
、
ウ
ラ
ン
は
危
険
な
物

質
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
も

「
濃
縮
」
さ
れ
た
も
の
と
な
る

と
、
そ
の
危
険
性
は
誰
で
も
分

か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ス
テ
ン

レ
ス
の
バ
ケ
ツ
で
扱
う
な
ど
、

信
じ
が
た
い
行
為
だ
し
、
そ
れ

が
、
作
業
を
早
く
終
わ
り
た
い

と
い
う
“
動
機
”
に
起
因
し
て

い
る
と
聞
い
て
は
、
開
い
た
口
が
塞
が
ら

な
い
。
い
や
怒
り
さ
え
感
じ
る
。
い
っ
た

い
、
「
担
当
者
」
や
「
管
理
者
」
の
責
任

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

事
故
後
の
対
応
も
、
全
く
お
粗
末
き
わ
ま

り
な
い
し
、
ま
る
で
工
場
の
一
角
に
あ
る

ボ
イ
ラ
ー
が
壊
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
感

覚
で
あ
る
。
周
囲
の
住
民
へ
の
対
応
は
も

と
よ
り
、
従
業
員
に
対
し
て
も
、
数
時
間

も
の
あ
い
だ
工
場
の
端
に
「
避
難
」
し
た

状
態
の
ま
ま
“
放
置
”
さ
れ
て
い
た
。
事

故
後
一
〇
数
分
で
「
臨
界
事
故
」
と
気
づ

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
可
視
光

線
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
遮
断
さ
れ

て
も
、
中
性
子
は
そ
の
程
度
で
は
通
り
抜

け
て
い
く
が
、
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
も
知

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

建
物
の
構
造
も
信
じ
が
た
い
し
、
工
場
の
直

ぐ
近
く
に
一
般
の
住
居
が
あ
る
と
い
う
も
の

理
解
で
き
な
い
。
当
然
、
周
囲
一
Ｋ
ｍ
ぐ
ら

い
は
一
般
の
住
宅
は
見
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ

で
や
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
、
い
っ

た
い
あ
の
よ
う
な
建
物
の
中
で
ウ
ラ
ン
の
濃

縮
作
業
を
扱
う
と
誰
が
決
め
た
の
か
。
こ
れ

を
決
め
た
責
任
者
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
お

そ
ら
く
“
み
ん
な
で
”
決
め
た
の
で
あ
っ

て
、
“
誰
”
か
の
責
任
で
決
め
て
は
い
な
い

の
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
本
来
な
ら
適

切
な
設
備
投
資
に
使
わ
れ
る
べ
き
資
金
が
、

役
員
報
酬
や
給
料
と
な
っ
て
ば
ら
ま
か
れ
て

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
。
こ
れ
が

こ
の
国
の
「
構
図
」
だ
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

も
う
少
し
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
ト
ン
ネ
ル
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
崩
落
事
故

が
あ
る
。
こ
の
事
故
は
、
新
幹
線
を
利
用
す

る
一
般
の
人
に
も
、
乗
っ
て
も
大
丈
夫
な
の

か
と
い
う
不
安
を
抱
か
せ
た
。
夏
に
「
総
点

検
」
が
行
わ
れ
、
八
月
末
に
「
安
全
宣
言
」

が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
宣
言
の
舌
の
根
も
乾

か
な
い
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
さ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
も
は
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

音音

世
界
を
驚
か
せ
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
は
、
「
品
質
の
日
本
」
と
い
う
神

話
を
“
溶
解
”
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
の

中
に
は
、
日
本
に
は
原
子
力
を
扱
う
能
力
は
な
い
、
と
ま
で
言
い
切
る
と

こ
ろ
も
出
て
き
た
。

し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
か
、
誰
に
対
し

て
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
か
を
認
識
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
こ
の
国
の
ど
こ

か
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

の
に
十
分
な
現
象
で
あ
る
。
そ
こ
に
共
通
し

て
感
じ
る
の
は
、
「
責
任
」
を
認
識
し
た
行

動
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
や
、

そ
の
前
に
責
任
に
基
づ
い
た
「
決
定
」
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
場

合
、
決
定
は
一
人
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
こ
の
国
で
は
会
議
な
ど
の
場
で

決
定
す
る
。
そ
の
と
き
何
故
か
「
責
任
」
が

ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
▼
　
　
●
　
　
▲

「
責
任
を
取
れ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
前
に
、
日
常
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
の
責
任
あ
る
判
断
と
行
動
を
し
て

欲
し
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
■

　
二
年
前
、
ア
ジ
ア
の
金
融

不
安
が
発
端
で
、
韓
国
も
そ

の
渦
の
中
に
巻
き
込
ま
れ

た
。
国
の
危
機
を
救
う
た
め

に
、
国
民
が
家
に
あ
る
金
銀

や
外
貨
を
国
家

に
寄
付
す
る
と

い

う

事

ま

で

や
っ
た
。
そ
れ

ま
で
の
韓
国
は
、
日
本
に

追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
ば

か
り
走
っ
て
き
た
。
外
国
か
ら
の
資
金

の
性
質
を
吟
味
し
て
い
る
余
裕
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
追

い
風
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
半
導
体
や
家

電
製
品
の
生
産
で
は
追
い
つ
い
て
き
た

し
、
一
部
で
は
追
い
越
し
た
。

　
そ
の
矢
先
の
金
融
不
安
と
い
う
こ
と

で
、
躓
き
か
た
も
大
き
か
っ
た
。
あ
れ

か
ら
二
年
が
経
過
し
、
韓
国
経
済
も
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
見
え

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
返
済
も
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
個
々
の
企
業

の
方
も
、
新
し
い
状
況
の
中
で
、
競
争

力
を
付
け
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
行

動
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
企
業
・
組
織
の
競
争
力
と
い
う
の

は
、
そ
の
中
に
居
る
人
た
ち
（
従
業

員
）
同
士
が
競
争
す
る
こ
と
で
実
現
す

る
も
の

で
あ
る

。
役

員
も
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
一
般
の
従
業
員
も
、
み
ん
な

が
そ
れ
ぞ
れ
縦
に
横
に
競
争
し
な
い
限

り
、
組
織
の
競
争
力
な
ん
て
別
世
界
の

言
葉
で
あ
る
。

　
多
く

の
人

は
、

「
競

争
」
と
い
う
言
葉
に
「
大

変
だ
」
と
反
応
す
る
。
今

で
も
毎
日
夜
遅
く
ま
で
働

い
て
い
る
の
に
、
ま
だ
走

れ
と
い
う
の
か
と
。
そ
う
で
は
な
く
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
工
夫
」
で

あ
る
。
自
分
達
の
仕
事
の
生
産
性
を
大

き
く
引
き
上
が
る
た
め
の
「
工
夫
を
競

う
」
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
働
く
時
間

の
長
さ
を
競
う
の
で
は
な
い
。

「
お
よ
そ
競
争
力
は
、
競
争
そ
れ
自
体
の
な
い

　
と
こ
ろ
で
は
育
た
な
い
」

　
　
　
　
　
　
韓
国
前
大
統
領
顧
問
、
柳
鐘
根

今月の一言

横行する 「無責任」


